
昭
和
二
十
八
年
度
予
算
を
・
審
議
す
る
三
月
定
例
市
議
曾
は
去
る
十
二
日
か
ら

招
集
さ
れ
た
が
大
村
市
長
は
第
二
日
自
の
十
三
日
午
前
十
時
か
ら
二
十
八
年
度

の
一
般
施
政
方
針
に
関
す
る
蹴
説
を
行
い
新
年
度
比
於
け
る
施
政
の
方
針
及
び

一
般
会
計
ξ
主
な
独
立
会
計
の
予
算
案
に
つ
い
て
、
そ
の
大
綱
を
説
明
し
た
。

以
下
そ
の
要
旨
で
あ
る
。

H
M
3
H、
~
ノ
絹
枇
向
上

'T
日
n
h
l

」

F
E
U
d生
活

安

定

省

ハ

1J

健
全
財
政
の
保
持
が
目
標

昭
和
二
十
八
年
度
の
予
算
編
成
に
伴
う
施
政
方
針
を
説
明
す
る
に
あ
た
り
ま

し
て
大
村
市
が
終
戦
後
、
時
代
の
推
移

'F」共
に
、
い
か
な
る
針
路
を
辿
っ
て
来

た
か
又
今
後
い
か
な
る
針
路
を
辿
る
ぺ
き
か
に
つ
い
て
、
い
き
L
か
所
見
を
申

し
の
べ
た
い
L
L
存
じ
ま
す
。

即
ち
、
す
ぐ
る
敗
戦
に
よ
り
ま
し
て
一
朝
に
し
て
軍
都
の
夢
破
れ
、
そ
の
寄
る

べ
き
処
を
失
い
ま
し
た
。
大
村
市
を
い
か
に
し
て
更
生
す
る
か
'
と
い
う
こ
止
は

当
時
、
市
民
に
諜
せ
ら
れ
た
切
実
な
問
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
重

大
に
し
て
関
難
な
問
題
に
対
し
、
歴
代
市
長
並
に
市
議
会
は
絡
始
一
丸
と
な
っ

て
、
そ
れ
の
打
聞
に
努
力
さ
れ
た
の
あ
り
ま
す
。

手
」
の
結
川
水
は
、
現
在
迄
に
大
村
市
の
発
展
の
基
礎
た
る
ぺ
き
数
々
の
事
業
を

完
成
さ
れ
て
お
り
ま
し
て
向
今
後
.
近
い
時
期
に
着
手
さ
る
べ
き
事
業
も
多
々

あ
る
-erk-

存
じ
ま
す
ロ
時
代
の
推
移
と
大
村
市
の
特
殊
性
を
考
え
合
せ
て
み
ま
す

と
今
後
史
に
大
村
市
発
艇
の
機
会
が
予
測
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
と
の
機
会

を
逸
す
る
こ
と

U
く
向
、
そ

ω受
入
れ
態
勢
を
新
広
、
挙
え
る
必
要
が
あ
る
止

海
え
て
お
り
ま
す
。
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一
市
長
か
ら
市
民
の
)

…J

皆
様
'へ
の
お
使
リ
ゴ

一i

，h引
例
制
剛
山
引
川
町
一

1
1
1
i

一

f
大

村

市

長

大

村

純

毅

j
一

(一)

二
十
八
年
度
の
予
算

を
編
成
し
て
見
て
大
村

市
の
現
在
の
財
政
状
態

は
作
易
で
な
い
こ
止
を

今
更
な
が
ら
痛
感
す
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

併
し
、
こ
れ
は
、
と
L

数
年
来
、
市
の
発
展
の

た
め
に
非
常
な
努
力
を

払
っ
て
来
た
の
で
、
こ

の
た
め
に
モ
ー
タ
ー
ボ

ー
ト
事
業
や
保
安
隊
の

誘
致
等
に
多
額
な
金
を

使
っ
た
か
ら
で
あ
っ
て

こ
れ
等
の
金
は
決
し

τ

無
駄
に
な
っ
て
い
る
の

で
な
く
既
に
廿
八
年
度

に
於
て
さ
え
市
の
財
政

面
に
。プ
ラ
ス
す
る
こ
と

も
大
き
い
も
の
正
確
信

し
て
公
り
ま
す
。

ま
た
私
'
と
し
て
も
是

民
間
約
時
一日
明
石
U

何日
一
語
版
M
G
i
阻止
一持

民

間

m
d
一
日
明
同
時
計
れ
に
い
孔
以
前
V

はいな

…
…
い
打
い
る
次
第
で
あ

一す

一

い
う
よ
う
は
も

M
M、
一完
成
、
ま
た
海
副
の
一
部
一

す
o

向
、
学
校
増
改
築
次
は
、
保
健
衛
生
費
に

t

一

以
下
予
算
の
内
容
に

一

歳
入
の
主
f
る
目
前
で

一埋
立
・
或
い
は
市
立
病
院
一

は
一
腰
、
予
算
に
計
上
つ
き
ま
し
て
、
市
内
清

従
っ

τ二
十
八
年
度

二

つ
い
て
概
要
を
説
明
し
一

あ
り
即
ち
、
約
六
一

三

脇
の
道
路
'
と
い
う
よ
う
一

は
し
て
ゐ
り
ま
す
が
、
捕
、
汚
物
搬
出
花
に
伝

般
予
算
編
成
に
あ
た
り
ま
一

た
い
と
存
じ
ま
す
o

一

を
占
め
る
こ
と
に
な
り
一な
事
を
考
え
て
お
り
ま
す
一

起
債
の
確
定
を
待
っ
て
染
病
予
防
裂
を
票
制

し
て
は
市
の
財
政
の
建
直
一

二
十
八
年
度
蔵
入
歳
出
一

ま
す
の
で
、
こ
れ
の
獲
一土
木
の
新
規
事
業
'
と
し
て
一

実
施
す
る
こ
止
忙
し
て
的
に
考
え
て
、
市
民
の

し
と
い
う
こ
止
も
切
実
な

一

予
算
は
二
億
五
千
九
百
一

得
と
い
う
と
止
に
つ
い

一計
筆
中
の
も
の
は
、
市
道
一

お
り
ま
す
。
共
同
仏
啓
発
指
導
を
強
力
に
、

向
大
村
市
の
発
展
策
と
し
羽
一
題
止
な
っ
て
い
る
の
で

一

九
十
五
万
円
で
あ
り
ま
一

て
は
遺
憾
の
な
い
よ
う

一の
鋪
袋
、
(
駅
前
か
ら
、

一枇
曾
謀
関
係
に
つ
い
て
賞
施
す
る
ξ
共

同

そ

ま
し
て
農
林
業
・
水
産
業
一あ
り
ま
す
り
し
か
し
戸
ら
一

し

τ、
二
十
七
年
度
当
一

に
善
処
し
た
い
L
L

存
じ
一大
村
部
隊
に
至
る
乾
馬
場
一新
年
度
に
お
い
は
高
止
E

の
免
に
必
要
な
三
輪
車

の
育
成
発
達
に
よ
る
牧
益
て

方
主
き
ま
し
て

V
先
一

世
予
算
に
比
較
し
ま
す
一

て
た
り
ま
す
o

一線
、
そ
の
他
)
を
考
慮
し
一務

所
の
喜
一

(t
H月

一

薬
品
類
の
購
入
費
、
そ

の
増
加
と
う
こ
と
を
考
一に
行
い
ま
し
た
、
ペ
ー
ス

一

正
一
億
円
以
上
の
増
一歳
出
に
つ
い
て
、
偽
装

一て

す

ま

す
o

叉
橋
梁
に

一を
、
か
ね
て
警
官
庁
か
の
他
の
経
費
を
計
上
し

え
な
け
れ
ば
、
な
ら
な
い

一ア
ッ
プ
及
び
、
二
十
七
年
一

加
で
あ
り
ま
す
が
、
二
一消
防
費
か
ら
申
し
上
け
ま
一つ
い
て
は
本
堂
川
橋
、
佐
一ら
も
要
請
さ
れ
て
い
る
こ
た
次
第
で
あ
り
ま
す

O

K
存
じ
ま
す
ロ
叉
更
に
長
一度
計
葺
の
繰
越
事
業
も
あ
一

十
八
年
度
げ
マ
編
成
一す
。
支
出
鑑
識
総
材
の
掌
一奈
川
内
需

ω外
、
国
道

ω
一・
と
で
も
あ
り
、
専
任
の
社
向
、
下
水
道
や
下
肥
の

崎
と
佐
世
保
に
密
接
に
結
一る
と
と
で
あ
り
ま
す
し
、

一

に
当
っ

τ
t
4来
の

一備
に
つ
い
て
は
、
二
十
七
一琴
浦
橋
が
、
計
劃
さ
れ

τ
一会
話
止
主
事
を
増
員
し
て
処
理
'
とζ

い
ろ
と
，
穿
主Fと」に、

ぴ
つ
〈
も
の
を
考
え
合
せ

一叉
中
.
小
学
学
一
校
校

ω内
容
充
一

方
針
を
変
一更
史
し
ま
し
て
三
年
し
度
度
.
か
恥
ら
の
継
絞
事
業
，
ξ土と土
一お
り
ま
す
o

的
.
継
続
中
一生

4

削伊削烈似保仲詑町設警臨苦襲胃事申プ一務務

ω迅…
涼淑霊
叫適世

つ
い
て
は
.
か
ね
て
か

た
い
'
止
と
思
い
ま
す
D

モ
〉

一実
、
そ
の
他
、
緊
念
を
要
一

緊
念
，
欠
欠
〈
ベ
か
rら
句
さ
る
一し
て
寅
施
し
て
来
た
の
で

一の
事
卦業
一未木ヂ玄.ととして

U
、

一確
を
期
し
た
い
と
、
考

ヌ

ら
の
、
懸
案
で
あ
り
、

為
に
は
州
選
、
二
、
伽
一す
る
も
の
も
あ
り
ま
し
て

一

も
の
又
は
特
別
財
源
を
一あ
り
ま
す
が
、
一
干
八
年
一

週
之
事
業
の
松
京
也
一て
お
り
ま
す
o

本

件

そ

さ

ら

に

急

速

に

、

研

究

開…出川知…………一……………………一一一一一一一一昨出品一一一一日一一一

は
観
光
的
に
も
密
接
な
接
一ま
せ
ん
の
で
止
む
を
得
十
一

言
上
た
結
川
水
こ
十
一ポ
ン

フ
、
及
び
、
ホ

1
ス
一

一

え
て
お
り
ま
す
o

共
に
忠
一そ
O
内
の
農
村
関
係
で
は
一

J
当
日
れ
と
お
特
立
U

一立
当
立
詩
的
竹
崎
将
腕
一町
一
一
同
盟
諸
雑
誌
抗
一付時間
5
4
3

算
編
成
に
、
あ
た
り
ま
一い
た
し
た
衣
第
で
あ
り
ま
一

三
千
万
円
以
上
の
減
級
一消
火
栓
、
水
柑
等

ω
整
備
一

日
て
わ
れ
ま
す
。

一ぃ，
r
考
え
て
お
り
ま
す
o

一実
績
を
上
げ
る
よ
う
に
努
一

し
て
先
士
肢
考
え
な
す
。
従
い
ま
し

τ二
十
八
一

止
な
っ
て
い
る
わ
け

τ一止
い
う
こ
止
を
計
聾
し
て

一

以
上
の
事
業

Z
す
る
一こ
の
誌
に
は
県
下
に
呼
び
一力
し
た
い
存
じ
ま
す
。
一

附
摂
取
心
長
諮
問
U
U一七
り
い
て
市
税
の
一山
尚
三
日
昼
間
刊
十
日
科
目
い
一刊
行
諮
問
印
古
川
町
時
制
農
抑
制
一

り
、
現
在
の
市
の
財
政
一交
際
費
、
食
糧
費
、
旅
費
一内
、
市
民
税
は
所
得
的
自
…に
よ
る
こ
止
に
し

τい
る
一

に
現
在
巾
請
中
で
あ
り
一久
に
忠
警
の
沿
祭
り
が
一設
、
農
道
、
水
路
の
改
一

献
態
と
い
う
こ
'
と
で
あ
一等
に
類
す
る
経
由
貿
を
駅
紘
一然
増
加
(
税
務
器
の
万
一の
で
あ
り
ま
す
o

更
に
、

一

ま
す
o

一絶
え
な
い
よ
う
に
考
え
て
一

ι、
技
術
員
に
対
す
る
補
一

り
ま
す
o

前
に
申
し
上
一い
た
し
ま
し
て
・
向
事
業
一見
に
よ
る
止
、
問
符
割
ず

一二
十
八
年
度

ω
国
家
柿
助
一

向
橋
梁
新
党
、
萱
各
一も
ら
い
た
い
と
思
う
の
で
一助
等
を
、
重
点
的
に
、
計
一

げ
ま
し
た
よ
う
に
現
在
一の
緊
念
度
合
を
勘
案
し
て

一二
割
程
度
上
昇
す
る
見
込
一
ω
内
示
も
あ
り
ま
す
の
で

一

の
改
修
に
は
努
め
、
?
則
一あ
り
ま
す
o

一上
し
て
お
り
ま
す
o

ま
た
一

迄
の
数
々
の
事
業
は
市
一予
算
を
配
分
し
た
次
第
で

一み
で
あ
る
)
忙
伴
う
負
担
一こ
れ
が
獲
得
に
一
層
努
力
一

玄
憾
の
援
助
を
受
け
こ

一

更

-
H会
謀
関
長
〉

一農
地
改
良
も
積
極
的
に
、
一

法

持

主

江

主

計

い

一昭

れ

一

ゴ

許

諾

一

NTr思
っ
て
お
り
ま

一

勺

間

五

九

…

F
J叫

ん

一間

一

…

…

器

市

一

特
に
昨
二
十
七
年
度
に
一
一
千
万
円
齢
を
一
般
に
繰
一同
い
つ
四
訪

U
十一日
4
一

土
木
費
に
つ
い
て
は

一

積
極
的
に
、
援
助
を
約
一

に
増
設
す
る
こ
と
・
引
一必
要
な
人
員
も
、
落
し
一

h
院
は
似
同
一尉
山
以
前
副
山
一げ
1
1

白
川
区
別
一
段
即
時
伊
川
腕
時
一
円
円
灯
口
前
知
口
一
時
間
仁
川
十
判
明
控
訴
刊
訂
ド
所
の
一

非
そ
う
な
る
よ
う
に
、
っ
て
将
来
に
大
き
な
希

一し
た
の
で
あ
り
ま
す
o

一

計
聾
を
建
て
、
向
、
飴
一

つ
い
て
中
、
小
学
校
校
一

産
場
の
哲
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五七提言!! 税務からお知らぜ :喜宅品思lで札受i閥しす五

T問I;z;骨i 床 函積1祁5坪以下の新築 j主z2王引I{~何~I諸|
せぱ 書 ニ IJ家屋に霊釘tする固定資産税の軽j減成につLい、て :吟 十七!天 Oω〉決来紳か年六 f
致なに 十 t:.: .......... ...............i 以築年年l連聖心て応 ら)畏奉公
しら依三のりこ軽分税 K 定度初いもしのば続日で下さ一一|コ母を、公四復亥 の
ま なり 日でま k 減の額つ 資分の τ0)τ用らきか惑のれ月月 lス像回洗は五活年 耶
すい申迄該しにす ーのい産の三はにいに居もら築家た 一二|メのめ市L 、日祭( 蘇

。)Ui~ 陀当たなるをこ τ 税閏年最つる供住つ引の屋床日日 i ・前、を横にがー

よt:. 政市村大昭和 28年3月 20日(三〉

市民 税の一部改正について

これまで所得割の扶養控除額は一人につき500円であり

ましたが3人まで1人につき800円o4人目から1人につき

600円に改正しました。

なお税率及び計算例次の遇り

①昭 和28年度市民税所得制税率

課税制所得金額| 税 率 | 控 除 額
か b一丁一王一一てγ %1 悶

o 5万同 4 I 0 

6万珂 8 グ 5 500 

8 l/ I lU グ 6 .300

12グ 15 グ 8 3.500 

15グ 20 グ 9 5.000 

2J グ 20 l/ I 10 7.00U 

②計算 例

勤捗提除jJJ~礎 控除!邦蹄納IJ危卒 年 税 額
後の粉到生命保険料川叩竹控除顧一|扶養控除I__ ._'.. ， .. :~ . . I 一一一

一一全一例飽凶l型竺空主盟一|一一回竺竺|竺竺竺I~
:給!H所側 50000 I 4 % 

扶長2人 I 3.6UO' ，"1:776 
問 50.0001 8が

扶荏岳人 I 7.到。 '.....iuoo.
附 50.000I 10μ 

j夫長。人 10.80o1 1 19.52') 

( ;11)生命保険料控除は 4.000問、踊士官保険料控除は特奥餌の:1%とLて計算したD
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川
サ
八
且
屯

L
仇

V
A
A
B
C包
振
興
劉
策
つ
…

r
i
可

--
v

B
量

二

ELF

&
也

/

E

P
U
E且
車

割

口

1

3

1

S

川

山
・
年
度

EE
-
-
3
E
一
、
男
へ
の
翼
抱
(
…

普
及
を
併
せ
て
推
進
せ
し
一立
じ
、
事
業
の
運
営
を
円
一方
が
多
数
、
職
を
求
め
て

一

昨
年
四
月
全
国
の
ト
ツ

一

め
る
。

一滑
に
す
る
と
正
が
必
要
で

一い
ま
す
。
こ
れ
ら
身
休
障
一プ
を
切
っ
て
開
催
し
た
大
一

向
農
業
協
同
組
合
並
に
一
あ
り
、
農
民
の
経
済
活
動
一害
者
の
職
業
厚
生
に
御
協
一村
市
モ

1
グ
l
ポ
I

F
レ
一

金
融
対
策

一の
中
心
を
農
協
に
置
き
、

一カ
下
さ
い
。

一l
ス
は
フ
ァ
ン
比
同
様
の
結
一

現
在
市
内
の
農
協
廿
、
一
農
用
資
材
(
肥
料
農
具
、

一例
え
不
自
由
な
人
で
も
職
一大
な
る
御
協
力
企
御
支
援
一

(
林

産

の

部

〕

一励
指
導
す
る
。

一石
余
に
上
る
の
で
市
有
地
一
九
組
合
で
あ
る
が
現
下
市
一
農
薬
舎
の
購
入
、
資
金
一場
に
よ
っ
て
は
、
決
し
て

一に
よ
り
ま
し
て
順
調
な
る
一

;
、
目

一

円
議
林
土
木
の
強
化
'r
一は
関
営
事
業
と
し
て
完
全
一内
農
家
の
事
情
か
ら
見
て

一面
に
つ
い
て
の
金
融
措
置
一
一
般
健
常
者
と
何
等
劣
る
一殻
展
を
遂
け
施
設
の
改
善
一

五
、

休
明
茂
一
似
の
日

一し
て
は
林
道
の
開
設
や
補
一駆
除
を
行
い
一
般
指
導
を
一適
当
な
運
営
を
実
施
し
つ

一の
方
途
を
勧
奨
す
る
o

一と
止
は
あ
り
ま
せ
ん
o

一選
手
の
技
何
向
上
、
競
走
一

号

制

謹

一修
に
よ
り
、
林
道
網
を
拡
一な
し
、
民
有
林
に
つ
い
て

一つ
あ
る
も
の
が
少
な
い
の

一

川
各
都
農
民
組
織
休
の

一

必
ら
や
や
、
皆
さ
ん
の

一

・l
i
t
a
--
運
営
の
熟
練
一

川
森
林
施
業
計
画

に
よ
一充
じ
林
産
物
の
搬
出
を
便
一も
市
に
於
て
替
励
員
を
設
一で
協
同
組
合
の
使
命
達
成
一
育
成
を
強
化

一御
期
待
に
副
う
こ
止
が
出
一

一

・
'
一等
ξ
相
候
つ

一

り
相
林
よ
り
伐
採
ま

P
二
に
し
て
山
花
に
於
け
る
原
一け
て
、
そ
の
目
的
を
遂
行
一の
為
に
、
そ
の
基
礎
を
確
一

(

農
林
謀
長
)

一来
る
の
で
す
。
安
定
所
で
一

一

て

一
て
舟
券
の
賢
一

貫
し
た
計
画
に
よ
っ
て
、

一木
の
格
価
を
高
め
る
ξ
共
一ず

る

。

一

l
l
il
i
-
-
-
J川
U
1い
1

1

1

一段
学
卒
者
、
並
び
に
身
休
一

一

え

一
上
も
向
上
し
一

年

炊

事

業

主

Z
A石
、
市
民
の
交
通
に
便
な

一六

、

農

民

組

織

体

の

一

芳

新

卒

業

者

雇

用

一障
害
者
の
求
人
巾
込
み
を
一
し

-
島
一
将
来
明
る
い

一

路
庶
民
付
加
山
一れ
m
u
r
日
明
日
一
川
駐
日
d

…改善資
一
に
就
い
て
お
願
い

一ぉ
帥
れ
れ
げ
ま
す
二
一
ノ
山
一はほ社内
一

ば
山
林
の
復
興
を
阻
む
の

一は
県
の
林
業
試
験
場
設
置
一料

一

空
中
学
校
、
高
等
学
一ん
陀
御
協
力
を
お
願
い
し

一

人
は
公
共
職
業
安

一位

司

日

一
し
た
。

一

で
国
県
で
も
、
要
造
林
地
一誘
致
の
実
現
忙
努
力
中
で

一

農
業
委
員
会
の
活
動
を
一校
の
卒
業
期
に
な
り
ま
し

一て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
一

定
所
か
ら

一
フ

明

一

来

る

四

互

に
対
し
て
は
、
そ
の
ま
一あ
る
。

一促
進
し
特
定
の
地
区
を
選
一た

。

薪

規

学

校

卒

業

生

は

郷

土

一希
望
忙
燃
え
て
い
る
学
校
一

G
，
劃

一
は
、
い
上
い

一

費
川
の
一
部
品
助
し
て

一

更
に
森
林
管
理
の
強
化
一定
し
て
農
業
経
営
の
記
録
一
大
村
公
共
職
業
安
定
所
一産
業
の
次
代
を
措
う
大
事
一卒
業
者
と
身
休
障
害
者
を
長
母

信

一
よ
開
設
一
周
一

早
念
忙
回
復
を
企
画
し
て

一の
為
.
病
害
虫
駆
除
の
徹
一記
帳
を
奨
励
し
改
善
の
資
一管
内
の
卒
業
者
は
中
学
生
一な
青
少
-
年
で
あ
り
ま
す
。

一履
い
ま
せ
う

一
ψ
必

品

一
年
を
迎
え
る

一

い
る
白
木
市
止
し
て
も
防
一時
を
期
す
る
。
先
守
秘
喰
一料
止
し
、
農
民
の
生
活
改
一二
、
一
四
六
名
、
高
校
生
一雇
用
主

の
皆
様
、
あ
な
た
一(
大
村
公
共
職
業
安
定
所
ニ
ノ

ち
京
一
こ
ξ

に
な
り
一

災
等
の
立
場
か
ら
造
林
、

一虫
の
対
策
止
し
て
市
内
の

一善
、
農
産
加
工
や
副
業
広
一六
一二

O
名
で
、
そ
の
う
ち
一の
会
枇
、
あ
な
た
の
工
場
一

lili---
-

i
v
三
ま
し
た
が
桜
一

育
林
に

つ
い
て
は
極
力
奨
一被
害
殻
生
量
が
毎
年
四
千
一直
結
し
農
民
の
技
術
改
良
一就
職
を
希
墜
し
て
い
る
も
一そ

し

て

庖

舗

が

純

真

な

主

豆

水

道

い

か

完

成

昨
開

レ
一
祭
り
ξ
相
呼
一

ι
j
i
t釦
弔
問
町
劃
」
悶
悶
四
日
h

一れ
即
日
往
信
M
M
一日
野
村
皆
川
一喜びに沸
〈
後
木場
一帯
↓
一
同
詩
的
一

一

7

-

一員
の
非
常
召
集
を
行
い
モ
一
ま
ず
で
こ
れ
に
対
し
て

三

層
、
繁
栄
す
る
為
に
希
一

大
村
市
後
木
場
部
落
廿
一間

関

ゃ
ん
強
豪
を
始
め

一

一

大

村

市

警

察

署

一

1グ
1
7ト
競
走
場

ω
一
求
人
は
僅
か
中
学
生

二

二
笠
K
燃
え
て
学
窓
を
巣
立
一海
抜
約
百
米
の
高
台
に
在
羽
棚

4
一
全
国
優
秀
選
一

i
一

去
る
三
月
七
日
は
地
方
自
治
の
真
義
を
推
進
、
佃

一脱
出
切
で
暴
徒
騒
擾
の
想
定
一O
名、

高
校
生
一
九
名ム」

一つ
若
人
建
の
枇
会
へ
の
第
一る
農
業
地
帯
で
あ
る
が
数
一治

川

二
手
を
招
き
、

一

-

!
日
¥

人
の
権
利
と
自
由
を
保
護
す
る
瞥
笠
は
が
施
行
さ
れ

一に
よ
る
警
備
訓
練
及
び
莫
一い
う
極
め
て
僅
少
で
あ
り
二

歩
を
よ
り
良
く
ス
グ
1
一百
年
来
、
飲
料
水
は
涼
一
概
忌
市

タ

-

全
国
ダ
ー
ヱ
松
原
農
古
学
研
究
会
は
昭
和
一
夫
氏
を
中
心
に
活
動
を
続
一急
傾
斜
地
帯
に
於
け
る
自

て
か
ら
五
周
年
に
な
っ
た
の
で
大
村
市
瞥
察
署
で
は

一旗
犯
人
捜
杢
訓
練
等
を
貫
一ま
す
o

一ト
さ
せ
る
た
め
、
も
う

二
用
水
に
た
よ
っ
て
い
た
現
一

一

一

一

1
止
も
云
う
一二
十
一
年
四
月
敗
戦
の
渦
一
げ
着
々
そ
の
成
果
を
皐
げ
一劃
耕
転
機
カ
ル
チ
ペ

1

一施
し
署
員
の
志
気
の
鼓
舞
一只
今
、
大
村
公
共
職
業
安
一人
だ
け
居
っ

τ下
さ
い

。
一献
で
、
衛
生
的
見
地
か
ら
一

一

号

一

J
fの
一中
か
ら
農
村
の
前
途
を
憂
一つ
L
あ
る
o
松
原
地
区
の

一グ
ー
ま
取
扱
に
関
す
る

ξ

、
瞥
察
本
来
の
職
責
完
一定
所
で
は
居
用
強
調
期
間
一そ
れ
か
ら
雇
用
主
の
皆
様
一も
極
め
て
危
険
で
あ
っ
た
一

回

一

j

t

豪
幸
一う
る
愛
郷
〉
念
、
ら
有

E
一農
耕
地
は
概
ね
急
傾
斜
の
一講
習
並
に
農
村
機
械
化
推

遂
の
昂
揚
を
図
り
更
に
川

7huτ
河
内
は
勿
論
、
管
一安
定
所
じ
傷
病
軍
人
叉

一の
で
小
規
模
水
道
建
設
の

一

MI
l
i
-
-
W
恥
た
る
記
一の
聞
で
給
ア
川
た
が
現

一章
一
粘
土
地
帯
で
、
こ
れ
に

一進
の
映
写
会
を
開
催
・
新

練
終
了
後
、
引
続
き
午
前
一外

昭 和 28年 3月20日りよ7ご政市村大第 15挽

〔
慮
募
規
定
〕

A
A
原
稿

l
四
百
字
前

後

A
宛
先

l
市
役
所

康
輔
係
宛

A
締
切
毎

月
十
日
紙
上
匿
名
は

随
意
で
す
が
住
所
氏

名
年
令
明
記
な
き
場

合
は
探
用
し
ま
せ
ん

A

品
備
考

l
投
稿
は
大

村
市
民
に
限
る

心
ク

'と
呼
び
廻
る
風
習

で
感
心
す
る
所
も
あ
り

ま
す
が
、
他
面
で
は
幼

な
い
小
児
の
焚
火
も
親

'
と
し
て
戒
飾
せ
ぬ
'と
云

わ
れ
、
近
所
の
人
は
親

に
遠
慮

U
て
黙
過
す
る

噂
等
耳
に
す

る
の
で
、

敢
て
所
感
を
述
ぺ
て
注

意
力
の
徹
底
を
喚
起
し

て
貰
い
た
い
止
、
一

筆

、

起
草
じ
ま
し
た
。
四伴迦

に
説
法
正
思
わ
れ
る
向

が
あ
る
か
'と
も
思
い
な

が
ら
も
戦
災
で
火
災
に

こ
り
、
再
び
災
禍
を
蒙

ら
ぬ
よ
う
祈
り
ま
し
た

(
大
村
市
古
町
六
区
七

五
j¥ 

大
岡
正
樹
)

× 

× 

御
説
全
く
御
尤
も
で
す

市
と
し
て
も
充
分
御
趣

旨
に
沿
っ
て
善
処
し
た

い
ム
」
考
え
て
お
り
ま
す

(
市
消
防
係
)

大村 市 の人 口 (2月28日現在・保安除陣内居住者を除()

人 ロ
区 域 )IJ 世帯数

男 女 計

大 村 3.241 7.662 8.255 15.917 

西 大 キf 4.122 ¥).;)14 9.533 18.847 

竹 松 1.433 3.227 3.676 6.903 

松 原 606 l.u8品 1.747 3.4:":1 

調 重 558 1.594 1.652 3.246 

査 瀬 599 1.676 1.695 3.371 

鈴 悶 532 1.50生 1607 3.111 

一一一 浦 320 924 1.049 1.973 

鱒 艶 JJ.411 27.5B5 29214 56199 

前 月 末 11.409 27.768 29.245 57.013 

場 禎 A 2 ム 183 31 ム 214

一一
(2月中)

種

槍{:

き

音「

470 

動のロ

段

一ぉ

“

ω

人

人

生

入

亡

問

jjO 

(
松
原
出
張
所
)

機
祭
り
の
幕
ひ
ら
く

春
を
飾
る
「
大
村
桜
ま
つ
り
」
は
大
村
観
光
協
曾
が
主
催
、
市
役
所
控
び
に

各
新
聞
社
の
後
援
で
、

三
月
二
十
七
日
か
ら
、
四
月
十
五
日
ま
で
盛
大
に
繰
り

展
け
ら
れ
る
。

(商
工
課
)

市
制
拾
周
年
誌
を
希
望
者
に
頒
布
し
ま
す
。
御
申
込
は
市
役

所
広
報
係
へ
。
残
部
僅
少
に
つ
き
早
目
に
お
願
い
し
ま
す
。

〈
寅
費
一
冊
五

O
O凶
〉

.a. 214 684 


